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１ はじめに 

 

腸腺腫症は Lawsonia intracellularis (以下 Li)に起因し、主に遠位小腸および近位大腸の上皮細胞の

異常増殖による粘膜の肥厚（腺腫様過形成）を特徴とする消化器疾患である。わが国において 90％以上

の農場が Li に汚染されているとされているが、本菌の分離は非常に困難であるため、その性状や病原

性について不明な点が多い 1）。また、腸腺腫症は特徴的な臨床症状に乏しく、下痢等の臨床症状を示す

他の伝染性消化器疾患との類症鑑別が容易ではないこと、増体率の低下等を引き起こすこと、さらに、

サルモネラ属菌等との複合感染により病態が悪化するとの報告 2）もあり、養豚業界において経済的損失

を与える非常に重要な疾病の一つとも言われている。当所所管と畜場に搬入される豚の一部廃棄率は約

40％で、そのうち腸の廃棄は約 30％である。さらに、当所では大矢らの検査基準 3）に従い内臓検査を

実施しており、腸廃棄のうち約 30％が腸腺腫症として高率に廃棄されている。 

昨年度、黒田らが当所所管と畜場に搬入される豚の直腸便からサルモネラ属菌が 16.5％と非常に高率

に分離され、うち 95.8％が血清型 O4:i:-であったことを報告した 4）。この血清型は、近年道内の家畜、

患者から広く分離されており 5）6）、平成 30 年 4 月に家畜伝染病予防法において、血清型 Typhimurium

と同様に取り扱うこととされたことからも、注目されている血清型である。 

そこで今回、腸腺腫症の軽減とサルモネラ属菌等に対する衛生管理の向上に資するため、農場ごとの

腸腺腫症の廃棄状況およびサルモネラ属菌の保菌状況を調査し、その関連性について検証した。 

 

２ 材料および方法 

 

（1）材料 

当所所管と畜場に搬入される農場

で、腸腺腫症による廃棄が多い農場を

中心とした 13 農場を調査対象とし、平

成 30 年 4 月から 5 月に腸腺腫症とし

て廃棄した 77 頭(A 群)、大小腸炎とし

て廃棄した 83 頭(B 群)ならびに腸廃棄

のなかった 150 頭(C 群)を採材した。A

群、B 群では小腸回盲部粘膜ならびに

直腸便、C 群では直腸便を本調査の検

体とした。 

第 1 表 腸腺腫症：小腸回盲部粘膜の肉眼での分類 



 

（2）肉眼的重症度による分類 

腸腺腫症は肉眼的に軽度、中程度および重度に分類した(第 1 表)。 

 

（3）Li 検査 

A 群と B 群の小腸回盲部粘膜を検体として、腸腺腫症や大小腸炎で廃棄した豚の Li 浸潤状況を調査

した。遺伝子検査では小腸回盲部粘膜を 100mg 程度掻爬し、DNeasy Blood&Tissue Kit (QIAGEN 社)

を用いたシリカメンブレン法で DNA を抽出し、probe 法によるリアルタイム PCR 7）を実施した。陽性

対照は、Li と確定したものを使用した。病理学的検査では、遺伝子検査で Li 遺伝子が検出された検体

に対し、HE 染色およびワーチン・スタリー染色を実施し、菌体の有無を確認した。 

 

（4）サルモネラ属菌検査 

 A 群、B 群ならびに C 群の直腸便を検体とし、定法に従い分離・同定し、分離株について遺伝子解析

を実施した。 

 

（5）関連性の評価 

ア 腸腺腫症による廃棄率とサルモネラ属菌の保菌状況の関連性について検証するため、平成 29 年

2 月から 5 月および平成 30 年 4 月から 6 月における腸腺腫症の月別廃棄率とサルモネラ属菌の分

離状況の推移を比較した。 

イ A 群において病変が中程度から重度のものを①群、A 群において病変が軽度のものならびに B 群

を②群、C 群を③群とし、それぞれの群におけるサルモネラ属菌の保菌率に有意な差を認めるか検

証した。 

ウ A 群において Li 遺伝子が検出され、かつ病理検査で菌体が確認された検体を Li 陽性とし、A 群

各農場の Li 陽性率・肉眼的重症度とサルモネラ属菌分離数をそれぞれ順位化し、スピアマンの順

位相関係数(rs)を用いて統計解析した。 

 

３ 結果 

 

(1) Li 検査 

今回調査対象とした 13 農場のうち

12 農場 (92.3％)で Li 遺伝子が検出さ

れ、各農場の遺伝子検出率は 50～100％

であった。A 群では 77 頭中 69 頭

(89.6％)、B群では83頭中47頭(56.6％)

で Li 遺伝子が検出され、そのうち A 群

では 36 頭(52.2％)、B 群では 24 頭

(51.1％)で菌体が確認された(第 2 表)。 

第 2表 Li とサルモネラ属菌検査結果 



 

(2) サルモネラ属菌検査 

全体の分離数は 310 頭中 7 頭(2.3％)であっ   

た。A 群では 5 頭(6.5％)で分離され、その全て  

において Li 遺伝子が検出され、菌体を認めた。 

肉眼所見の重症度は中程度から重度のもので 

あった。B 群では 1 頭でサルモネラ属菌が分離 

されたが、Li 遺伝子が検出されなかった検体で 

あった。C 群では 1 頭で分離された（第 2 表）。 

分離された 7 株は全て O4:i:-であった。昨年度 

に比べ分離数は少なかったが、昨年度分離され 

なかった農場から分離された。PFGE 法におい 

て、C 群から分離された 1 株は平成 28 年に当 

所で分離された株と同じ泳動パターンを示したが、他の 6 株は過去に分離されたいずれとも異なる 2 

つのパターンを示した(第 1 図)。 

 

（3）関連性の評価 

ア サルモネラ属菌の分離率は平成 29 年  

(16.5％)と比較して、平成 30 年(2.3％)は減少  

していた。腸廃棄の中の腸腺腫症による廃棄 

率(以下、腸腺腫症廃棄率)は平成 29年(24.2％) 

と比較して、平成 30 年(13.3％)は減少してい 

た。また、平成 29 年 2 月から 4 月にかけてサ 

ルモネラ属菌の分離率が減少し、3月から 5 月 

にかけて腸腺腫症廃棄率が減少していた。一 

方、平成 30 年 4 月から 5 月にかけてサルモネ 

ラ属菌の分離率はわずかに上昇し、5 月から 6 

月にかけて腸腺腫症廃棄率が上昇していた(第 

2 図)。 

イ 13 農場 310 頭において、①群のサルモネラ  

属菌分離率(11.4％)は②群(0.9％)ならびに③  

群(0.7％)に比べ有意な差(P<0.01)を認めた(第 

3 図)。 

ウ A 群各農場の Li 陽性率・肉眼的重症度とサ 

ルモネラ属菌分離数との間には有意な相関性  

が認められなかった(rs=0.38、T=0.2992、 

P>0.05)。 

 

 

第 1 図 当所分離 O4:i:-株の PFGE 法解析結果 

第 2 図 H29～30 年の推移 

第 3 図 全体(13 農場 310 頭)で評価 



 

４ 考察 

  

今回、調査した農場において Li 遺伝子の検出率が高かった(92.3％)こと、昨年度の調査では分離され

なかった農場からサルモネラ属菌が分離されたことから、道内における Li の広い浸潤状況と豚におけ

る O4:i:-の広がりが示唆された。また、今回分離された 7 株のうち 6 株は平成 28 年に当所で分離され

た株と近縁であると思われるが、PFGE 法の泳動パターンに差異が認められた。これらのことから、腸

腺腫症廃棄率ならびにサルモネラ属菌の分離率は減少しているが、今後も経済的・公衆衛生的観点から

対策を行う上で、動向に注目しなければならないと考えられた。サルモネラ属菌の分離率が高かった平

成 29 年の腸腺腫症廃棄率が平成 30 年の調査時に比べ多かったこと、腸腺腫症(中程度から重度)群とそ

の他の群で、サルモネラ属菌の分離率に有意な差が認められたことから、サルモネラ属菌が腸腺腫症の

病態悪化に何らかの影響を及ぼしている可能性が示唆された。また、サルモネラ属菌等腸内細菌叢が Li

の感染において何らかの役割を示す可能性があること 8）、Li の感染によりサルモネラ属菌の腸管内にお

ける増殖および糞便中への排菌が促進される 9）10）という報告、さらに、Li とサルモネラ属菌が共に感

染している豚では、Li に対する弱毒生ワクチン投与により、サルモネラ属菌の排菌が有意に減少したと

いう報告 11）があることから、家畜生産の場においては、サルモネラ属菌等における一般的な衛生対策

に留まらず、Li への対策も必要であることが示唆された。一方、腸腺腫症として廃棄した群内では、Li

陽性率・肉眼的重症度とサルモネラ属菌分離数に有意な相関性が認められなかった。このことから、サ

ルモネラ属菌と腸腺腫症の病態悪化との関連性は弱いと思われるが、今回の調査では、サルモネラ属菌

の分離数が少ないこと、また、全道の豚のサルモネラ症の発生状況を見ると O4:i:-によるサルモネラ症

は増加と減少を繰り返す傾向が認められること 5）から、今後、調査頭数や時期など条件を考慮し、さら

なる検証が必要であると考えられた。 

 今回の結果を他機関に情報提供し、家畜生産現場におけるサルモネラ属菌・腸腺腫症の対策、検査機

関における検査基準の平準化に向けた取り組み、およびと畜場における衛生対策に活用することで、食

肉の安全性確保の一助とすることは、公衆衛生ならびに家畜衛生上ワンヘルスの観点からも非常に重要

であると考えられた。 
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